
１ 計画策定の背景と趣旨
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）やパリ協定の採択により，国内外

における環境を取り巻く状況は大きく変化している。国の第五次環境
基本計画や高知市環境基本条例の基本理念を踏まえ，本市における環
境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進していくた
め，第三次高知市環境基本計画を策定するもの。

２ 計画の位置付け
本計画は，高知市環境基本条例の基本理念及び第８条の規定に基づ

き，環境の保全及び創造に関する総合的かつ長期的な施策の方向性を
定め，推進するために策定するもの。

また，国や県の環境基本計画や，高知市総合計画，関連行政計画と
の連携を以下のように整理し，本計画は，環境分野の各種個別計画の
基本的な方向性を示すものとして位置付け。
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第１章 計画の基本的事項

３ 計画の対象
〈対象範囲〉

高知市環境基本条例第15条から第27条で規定する範囲
●資源の循環的な利用等の促進（第15条）
●森林及び緑地の保全等（第16条）
●田園環境の保全等（第17条）
●良好な水環境の保全等（第18条）
●美しい海及び渚の保全（第19条）
●都市美の形成（第20条）
●環境美化の促進等（第21条）
●環境教育及び学習の振興等（第22条）
●自発的な活動の促進（第23条）
●情報の提供（第24条）
●地球環境の保全の推進等（第27条）

〈対象地域〉
高知市全域

第２章 計画策定にあたり踏まえるべき視点

１ 高知市の現状と課題
本市では，流域全体が市域に包括された鏡川を「森・里・海をつな

ぐ環境軸」として位置付け，今日まで発展してきた。鏡川の上流域で
ある市北部の中山間地域には，森林や里山，農地等が多く存在してい
るが，人口減少や高齢化の進行等を背景に人の適切な関わりの衰退に
伴い，自然環境の持つ多面的機能の維持・発揮が課題となっている。

循環型社会の形成においては，市民・事業者・行政の協働による３
Ｒの取組強化や増加が予想されるごみ出し困難者への対策などが必要。

地球温暖化対策については，温室効果ガス排出量を削減する緩和策
の推進と，既に現れつつある気候変動による影響への備えを行い，そ
の被害を軽減する適応策の両輪で取り組んでいくことが必要。

２ 計画策定にあたり踏まえるべき視点

（１）持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

ＳＤＧｓの17のゴールは，生物圏・社会圏・経済圏の３つの階層

で構成されており，持続可能な

社会を実現するためには，環

境・社会・経済の統合的向上に

向けて，多様な主体のパートナ

ーシップで取り組むことが必要。

４ 計画期間
2023（令和５）年度～2032（令和14）年度の10年間

（２）地域循環共生圏（ローカルＳＤＧｓ）の創造

持続可能な社会・経済は，健全な環境のうえに成り立っている

という認識のもと，中山間地域と都市部が互いに足りないものを

補完しながら支え合い，各地域同士が共生していくことで，地域

経済の循環を促し，環境・社会・経済の統合的向上を図る「高知

市版地域循環共生圏」の創造が必要。

（３）2050年カーボンニュートラルの実現

地球温暖化対策推進のため，本市の目標である2030年度におけ

る温室効果ガス排出量を2013年度比で43％削減，2050年カーボン

ニュートラルの実現に向けて，積極的な取組が必要。

（４）３Ｒ＋Ｒｅｎｅｗａｂｌｅ（持続可能な資源）
従来の３Ｒの取組に加え，プラスチックの資源循環を一層促進

するため，「製品の設計・製造段階」，「販売・提供段階」，
「排出・回収・リサイクル段階」といった各段階で，市民，事業
者，行政の取組が必要。
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地域循環共生圏のイメージ 出典：環境省 地域循環共生圏の概要

ＳＤＧｓウエディングケーキ
出典:Stockholm Resilience Centre 

(illustrated by Johan Rockstorm and Pavan Sukhdev, 2016)に農林水産省が加筆

わたしたちが暮らす高知市は，温暖な気候に恵まれ，清
らかな流れが市域を貫流する平成の名水百選・鏡川を環境
軸として，自然豊かなまちに発展してきました。

雄大な山々や清流は，人の営みや関わりの場である里山
や農地とともに豊かな命を育み，まちの安全を保ちながら，
みどり豊かな景観を造り上げており，人々の心は安らぎと
うるおいで満たされています。

わたしたちは，日々の暮らしの中で，環境負荷の少ない
ライフスタイルの実践と地球規模の気候変動への適応によ
り，主体的に温室効果ガスの排出抑制を実現するとともに，
中山間地域と都市部が互いに支え合い，地域資源が循環す
る多様なしくみにおいて，多くの主体が連携して課題解決
に取り組んでいます。

豊かな自然と人が共生するわたしたちのまち・高知市を，
世代を越えて引き継いでいくよう，パートナーシップによ
る環境の保全・創造に取り組む姿が確実に広がっています。

２ 基本目標
「自然環境との共生」・「循環型社会の形成」・「地球温暖化対

策の推進」・「生活環境の保全」の４つを環境分野における基本目
標として設定。

「環境の保全・創造に取り組む人づくり・地域づくり」は，この
４つの基本目標を支える基盤として基本目標に位置付け。

１ 目指す将来の環境像

１

環境基本計画
生物多様性国家戦略
循環型社会形成推進基本計画
地球温暖化対策計画
気候変動適応計画 等

国

県

◆関連法令

・環境基本法
・生物多様性基本法
・循環型社会形成推進基本法
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律
・地球温暖化対策の推進に関する法律
・気候変動適応法
・水質汚濁防止法
・大気汚染防止法 等
・高知県環境基本条例 等

国

県

高知県環境基本計画
生物多様性こうち戦略
高知県廃棄物処理計画
高知県地球温暖化対策実行計画 等

高知市

第三次高知市
環境基本計画

(2023（令和５）年度～

2032（令和14）年度）

高知市総合計画

◆関連行政計画

・高知市森林整備計画

・高知市農業基本計画

・高知市地域防災計画

・高知市都市計画マスタープラン

・高知市緑の基本計画

・高知市景観計画

・れんけいこうち広域都市圏ビジョン 等

連
携

基本的な
方向性を示す

高知市まち・ひと・しごと創生総合戦略

補完・連携

連携

高知市環境基本条例

◆環境分野の個別計画

・鏡川清流保全基本計画
・高知市一般廃棄物処理基本計画
・高知市地球温暖化対策地域推進実行計画
・高知市生活排水対策推進計画 等

連携

令和５年３月

【資料１】
令和６年２月20日

第1回高知市環境審議会



森林・里山・農地・河川などの豊かな自然の恵
みを将来の世代へ引き継いでいくため，社会経済
活動と自然が調和し，生物多様性が適切に保たれ
た，自然と人，人と人が共生する社会を目指しま
す。

第３章 目指す将来の環境像
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限りある資源を将来の世代へ引き継いでいくた
め，廃棄物の発生抑制，再使用，再資源化の取組
を推進し，製品の生産から廃棄までのライフサイ
クル全体を通して，環境負荷が低減された循環型
社会の形成を目指します。

地球温暖化の進行を抑制し，将来に渡って地球
環境を保全するため，地球温暖化の原因となって
いる温室効果ガス排出量を削減するとともに，避
けることのできない気候変動の影響に備えた社会
を目指します。
また，長期的には，温室効果ガス排出量を実質

ゼロとする2050年カーボンニュートラルの実現を
目指します。

健康で快適な生活環境を将来の世代へ引き継い
でいくため，公害の発生を未然に防止するととも
に，自然と調和した美しく魅力ある街並みを形成
し，安全で安心に暮らせる良好な生活環境の保全
を目指します。

日々の生活や経済活動を支える健全な環境を将
来の世代へ引き継いでいくため，持続可能な社会
の担い手を育むとともに，多様な主体のパート
ナーシップによって，環境の保全・創造に取り組
む社会を目指します。

２ 基本目標 ３ パートナーシップを支える市民・事業者・市の役割

４ 指標設定の考え方
目指す将来の環境像を実現するための５つの基本目標に「代表

的な指標」を，11の施策に「個別指標」を設定。

第４章 環境の保全及び創造に関する施策

・日々が健全な環境によって支えられていることを認識
・環境にやさしいライフスタイルの実践 など

施策１ 清流がつなぐ森・里・海との共生

施策の
目指す姿

森林・里山・農地・河川・海洋が適切に維持管理されてい
て，多面的機能が発揮された状態であること。

取組方針
森林・里山・農地・河川などが育む自然の恵みを有効活用
しながら，森・里・海と人との共生に取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①鏡川流域の相互連携・相互補完の推進
②森林の持つ多面的機能が高度に発揮される取組の実施
③里山を生かす取組の推進
④農作業の効率化や担い手・後継者確保の取組の推進
⑤水産業等の多面的機能の発揮につながる活動支援

施策２ 豊かな生きものの保全

施策の
目指す姿

多様な生きものの生息環境が保たれ，豊かな生態系が保全
された状態であること。

取組方針
生きものの保全を推進するとともに，生物多様性の重要性
に対する理解の普及促進に取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①市域の多様な生きものの生息・生育状況について，市民
参加型での現状把握と，保全対策等の検討

②野生生物の保全活動や希少動物の繁殖等による多様な生
き物との共生の推進

施策３ 市民・事業者・行政の協働による３Ｒの推進

施策の
目指す姿

ごみの排出量が減り，リサイクルできるものが可能な限り
循環利用された状態であること。

取組方針
市民・事業者・行政の協働により３Ｒを推進し，資源循環
に取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①各主体に求められる具体的な行動の周知・啓発によるリ
デュースやリユースの取組の促進

②プラスチック製容器包装の適正な分別排出の促進

施策４ 安全安心な廃棄物処理の推進

施策の
目指す姿

誰もが安全で安心して暮らせる持続可能な廃棄物処理体制
が整備された状態であること。

取組方針
環境負荷の少ない廃棄物処理を推進するとともに，誰もが
安心して暮らせる廃棄物処理体制の構築に取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①市民サービスの向上を目指した収集・運搬体制の検討や
施設の適正な維持管理と計画的な整備の実施

②廃棄物の適正処理の推進及び不法投棄の防止や最終処分
量の低減２

市

事業者

市民

個別指標
11の施策が目指す姿の

達成状況等を測るため，
各施策の取組が環境に与
える効果に着目し，関連
計画から抽出した指標

代表的な指標
５つの基本目標にお

ける目指す将来の環境
像の達成状況等を測る
ため，基本目標ごとに
環境・社会・経済の統
合的な関わりに注目し，
関連計画や調査等から
抽出した指標

目指す将来の環境像

11の施策

施策の目指す姿

取組方針

主な取組

５つの基本目標

市民１人ひとりの理解・行動

パートナーシップを支える市民の役割

・当事者意識を持って環境・社会・経済の課題に向き合い，
どのように関われるか考える

・地域課題を活かした複数の課題解決への取組に参加

事業者の理解・行動

・日々が健全な環境によって支えられていることを認識
・事業活動が環境に与える影響を認識
・環境関連法令に基づく規制基準等の遵守 など

パートナーシップを支える事業者の役割

・当事者意識を持って環境・社会・経済の課題に向き合い，
どのように関われるか考える

・地域課題を活かした複数の課題解決への取組に参加

市民・事業者の理解・行動につなげる市の役割

・市民・事業者に対する，普及啓発や情報発信
・市民・事業者が行う環境保全活動の積極的な支援
・率先して自らの事務・事業に伴う環境負荷の低減

パートナーシップを支える市の役割

・環境・社会・経済の分野横断的な課題解決に庁内連携で
取り組む

・多様な主体のつながりの創出や環境を守り次世代へつな
ぐ地域づくりの推進

・地域資源を活かした市民・事業者の取組を促進

目指す将来の環境像を実現するためには，市民・事業者・市がそ
れぞれの立場における役割を認識し，日常生活及びすべての事業活
動における環境負荷について理解を深め，主体的に行動を起こすよ
う努めることが求められる。また，多様な主体のパートナーシップ
によって，環境・社会・経済の複数の課題解決に向け，情報や目標
の共有化を図り，相互に連携して取組を進めることが必要。

令和５年３月



・環境基本計画の策定
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第４章 環境の保全及び創造に関する施策

第５章 計画の推進 第６章 資料編

１ 計画の推進体制・進行管理
高知市環境審議会，高知市環境基本計画推進委員

会，各関係課及び事務局が相互に連携して推進。
環境分野の各種個別計画の事業の実施を通じて，

環境分野全体の進捗管理を実施。

２ 評価の仕組み
５つの基本目標や11の施策の達成に向けた各年度の取

組状況を把握し，環境白書を作成・公表するとともに，
高知市環境審議会において，計画の進捗状況を調査審議。

また，概ね５年を目処に各指標の達成状況等により評
価し，必要に応じて計画の見直し等を実施。

・高知市の概況等
・代表的な指標，

個別指標一覧
・基本目標と関連する

ＳＤＧｓのゴール
・各種条例，規則等
・高知市環境審議会委員名簿
・策定の経緯

・用語解説

施策５ 脱炭素型のくらし・まちづくり

施策の
目指す姿

脱炭素型のライフスタイルの定着や効率的なまちづくりに
よって，温室効果ガスの排出が抑制された状態であること。

取組方針
市民や事業者と一体となって，脱炭素型のライフスタイルや
事業活動を推進するとともに，環境にやさしい移動手段の利
用の促進や，コンパクトで持続可能なまちづくりを進めます。

主な取組
（抜粋）

①地球温暖化を防止するための賢い選択を促す国民運動であ
るＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥの普及啓発や省エネルギー性能
の高い機器・設備の普及促進

②公共施設における照明のＬＥＤ化や高効率機器の導入検討
③公共交通の利用環境の整備による利便性の向上等

施策６ 再生可能エネルギーの活用

施策の
目指す姿

再生可能エネルギーが活用され，温室効果ガスの排出が抑制
された状態であること。

取組方針
市の率先した再生可能エネルギーの導入や市民・事業者への
利用促進に取り組むとともに，地域資源を活かした再生可能
エネルギーによる発電を促進します。

主な取組
（抜粋）

①公共施設への再生可能エネルギー発電設備の導入の検討
②家庭及び事業者への再生可能エネルギーの利用促進
③地域資源を活かした木質バイオマス発電等の促進・検討

施策７ 気候変動への適応

施策の
目指す姿

本市の自然的社会的条件に応じて，気候変動による影響への
備えと，その被害が最小限に抑えられた状態であること。

取組方針
気候変動による影響について，国・県からの情報収集や市民
への情報発信に努めるとともに，自然災害等への事前の備え
に取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①市民や事業者等に向けた自然災害への備えの啓発，農作物
の高温障害などについての研究，熱中症のリスクの増加な
どに関する情報提供

施策８ 良好な大気・水環境などの保全

施策の
目指す姿

市民の安全な生活の基盤である大気や水等の環境が良好な状
態であること。

取組方針
大気・水環境などの継続的なモニタリングや，地域の実情に
応じた生活排水対策の推進に取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①環境状況の継続的なモニタリングにより，環境汚染及び
それに起因する健康被害の未然防止に努める

②生活排水処理による公共用水域の水質保全の推進

施策９ 美しく魅力あるまちの形成

施策の
目指す姿

自然と調和した緑豊かな魅力あるまちなみが形成された状態
であること。

取組方針
地域特性を活かした都市と自然が調和する，美しく魅力ある
まちづくりに取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①市民や事業者の参加と協働による都市緑化の推進や，都市
農地等の緑地を保全するための生産緑地の指定

②環境との調和に配慮した市民の主体的な景観づくりの推進

施策10 未来につなげる人づくり

施策の
目指す姿

子どもから大人まで，あらゆる世代において，多くの市民が
自然の仕組みを理解し，環境に配慮した行動がとられている
状態であること。

取組方針
子どもから大人まで，あらゆる世代への環境学習や自然体験
等の場を提供することにより，自然の仕組みへの理解を深め，
環境に配慮した行動ができる人材の育成に取り組みます。

主な取組
（抜粋）

①環境学習や食育など，自然への関心を高める取組の推進
②生きものの観察会や森林学習等の推進
③広報紙やデジタル媒体を活用した環境に関する情報の発信
④地域資源を活かした多様な関わり方を学び，実行できる人

材の育成

施策11 自然と人，人と人が共生する地域づくり

施策の
目指す姿

一人ひとりの環境を大切にする意識が高まり，地域づくりに
関わる多様な主体のパートナーシップによって，環境の保
全・創造に取り組む姿が広がった状態であること。

取組方針

各種団体が行う主体的な地域活動への支援や，民間事業者と
連携した環境保全活動等を推進するとともに，地域資源の活
用や循環を通じて，自然と人が共生する地域づくりに取り組
みます。

主な取組
（抜粋）

①地域での支え合い活動や経済的活動の維持・活性化の推進
②豊かな自然の恵みから生まれる食文化を活かした地場産品

の展示・販売の促進
③県内各市町村の豊かな自然環境が生み出す多様な地域資源

を活かした広域連携の推進

３

５つの基本目標

11の施策が目指す姿

代表的な指標と個別指標の達成状
況等により評価し，必要に応じて，
計画の見直し等を実施

個別指標

主な取組 環境白書を定期的に作成・公表

目指す将来の環境像

代表的な指標

評価

取組状況の把握

・環境分野全体の進捗管理

・必要に応じて計画の見直し
・取組状況の把握
・環境白書の作成・公表
・指標の達成状況等による評価
・環境審議会における調査審議

令和５年３月


